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IoT新時代の未来づくり検討委員会 産業・地域づくりワーキンググループ

メガプラットフォーマーと向き合う日本企業の戦略仮説
～産業のデジタル化・人口減少をチャンスに転じるために



Copyright SIGMAXYZ Inc. all rights reserved. 2

産業のデジタル化による競争領域の拡大 Competitive Landscape in Digital-Era
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競争領域を、インダストリー層、テクノロジー層、データ層の三層構造で捉え直す
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非効率な業界は、デジタル化、規制緩和を契機に、ＩＴプラットフォーマーが、ディスラ
プションを仕掛けやすい構造。５つのトリガーを注視しコントロールすべき

業界のディスラプション危険度 Industrial Disruption Risk Diagnosis

売り手 買い手

新規参入

代替技術

商品サービスの
電子追跡が可能

価格の非合理性に
消費者が不満

取引意思決定者
がヒトでなくなる

軽い産業は
重い産業より容易

業界構造の
フラグメントさ

消費者の失敗コスト
が低い

規制緩和イベント

支払手段が完全に
電子化される

ﾏｰｼﾞﾝﾌﾟﾚｯｼｬｰ
効率化に限界

保有資産の
稼働率が低い

⑤参加ﾊｰﾄﾞﾙの低下

④デジタル技術革新 （AI・IoT・ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ等）

VCからPFへ転換が進む
5つのトリガー

②買い手の不満

③売り手の不満

需
要

供
給

①全体最適への要請

“ベンチャーキャピタルが次に投資すべきは
非効率で、影響力の大きい産業”

by Simon Rothman
Greylock（ベンチャーキャピタル）
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産業のデジタル化の影響は、あらゆる産業領域に及ぶとみられる。
条件が揃う事で段階的に、 各々の産業にディスラプションの波が来ると予測される

次に、ディスラプションの波に晒されるであろう業界 Where to be Disrupted

●銀行

●不動産

●物流

●石油化学

●ライフサイエンス

●鉄鋼

●金属資源

●インフラ

●エネルギー

●環境

●エネルギー資源

●自動車

●産業機械

●船舶・
宇宙航空
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●生活流通

●生鮮・食品

●生活消費材

●リテール

●生活原料

Disruption 現在 ～2020 ～2025 ～2030

●教育

●ヘルスケア

●法務・労務●公的サービス

精査中

●保険

●生命保険
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産業のデジタル化で、すべてプラットフォーム型に移行するのではなく、非コモディティ
領域はバリューチェーンが存続する、収斂するビジネスモデルを見定めて先手を打つ

産業のディスラプションの終局の姿 End of the Day after Industrial Digitalization

パイプライン型 ハイブリッド型 プラットフォーム型

顧客

供給

顧客

供給

バリューチェーン
寡占

顧客

供給

• Pfizer
• Exxon Mobil

• Google
• AirBnB

• Facebook
• Uber

• Microsoft• Apple
• Amazon

【代表的なプレーヤー】 【代表的なプレーヤー】 【代表的なプレーヤー】

【主な産業領域】 【主な産業領域】 【主な産業領域】

• 医薬品・医療機器
• 石油・化学
• 生鮮・食品

• PC・タブレット・スマートフォン
• EC （物流を含む）
• 自動車 / 自動運転
• 予兆保全・操業改善

• SNS
• マッチングプラットフォーム

プラットフォーム
寡占

バリューチェーンと
プラットフォームの統合

地
上
戦

空
中
戦
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いまは、三次元の戦略空間を活かしきる構想力が求められる
地上戦では守りを固め、空中戦では攻めを仕掛ける、テクノロジーは攻守の要石

三層の競争領域における戦略 Strategy in 3 Dimensional Competition

データ層

情報社会
データの世界

テクノロジー層

デジタル技術
攻守の要石

インダストリー層

工業社会
モノの世界

プラットフォーム

バリューチェーン

テクノロジー

競争領域 戦略的思考

“テクノロジーの戦略”

1. 競合でなく補完 /エコシステム

2. オープン・モジュラー設計

3. 戦略的価値ある技術の先制確保

“地上戦の戦略”

1. 市場リーダーシップ戦略

2. 差別化戦略 / ニッチ戦略

3. 収穫戦略 / 撤退戦略

“空中戦の戦略”

1. 先行者優位 / ネットワーク効果

2. 勝者総取り / 参入・移動障壁

3. オープン/クローズの選択
現
代
の
戦
略
空
間
（三
次
元
）

いまのテクノロジー
を念頭に置いた
戦略では後手後手
⇒テクノロジー戦略
（OT＋IT）

BtoC （生活領域）
GAFAとの差別化
顧客価値の深堀り

BtoB （産業領域）
インダストリアル・
プラットフォーム

地上戦の強みは
依然として重要
（データ収集基盤）
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ジェフ・ベゾスのようなGAFAの経営者と向き合うには、三次元の戦略実行ができる
“マネジメントチーム”が必要、デジタルに強い若手を活かし、老壮青を融合する

三層の競争領域における組織 Organization in 3 Dimensional Competition

データ層

情報社会
データの世界

テクノロジー層

デジタル技術
攻守の要石

インダストリー層

工業社会
モノの世界

プラットフォーム

バリューチェーン

テクノロジー

競争領域

Check
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Plan
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Do
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Act
改善

計画的な判断実行

戦略実行のマネジメントチーム

臨機応変な判断実行

COO

CTO

CDO
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いまの視点
（2次元）
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（3次元）

CEO
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プラットフォームは、デジタル技術を用いて、人、組織、情報、モノ、サービス、資源を、
インタラクティブなエコシステムの中で、相互に結び付けることにより、大きな価値を
生み出し、交換し合う、前衛的なビジネスモデルである

プラットフォームの定義 What is Platform

プラットフォーム企業の代表的プレイヤー

① 取引決裁に人が介在しない等の特性により、低コストでスケール

② 生産キャパシティ、供給源という制約を外して、価値が生み出される

③ 好循環を生むﾈｯﾄﾜｰｸ効果やﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸを通じ、提供価値が高まる

パイプライン型

プラットフォーム型

生産者 チャネル 消費者

供給者 利用者

プラットフォーム

販売

プラットフォーム型

の優位性
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いかなるプラットフォーム型ビジネスモデルにおいても、コアインタラクションが、
唯一の最重要な活動である。その価値交換が、多くの利用者を惹きつける

プラットフォーム企業とは ～トライアングル構造 Structure of Platform

供給者
Suppliers

消費者
Customers

プラットフォーム
Platform

価値交換の要素
Value Unit
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プラットフォーマーは、ネットワーク効果を活用し、指数関数的な事業成長を果たす
指数関数的成長エンジンの設計が肝になる

ネットワーク効果 Network Effect / Exponential Growth Engine

循環型のビジネスモデル：
顧客にフォーカスして、提供価値（2つの環）を追求。結果として、供給者も巻き込む

Amazon

利用客数↑

事業の成長

品揃え↑

供給者↑ 顧客体験
↑

業務効率
↑

価格↓
②低価格の環

①利便性の環

Uber

対象地域↑
浸透↑

待ち時間↓

需要↑

ドライバー↑

ドライバーの
ダウンタイム↓

価格↓

②低価格の環

①利便性の環
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データの制空権はGAFAに先駆けられたが、未開拓のデータ領域は存在しており、
日本企業は差別化しうる。強みを活かす独自の軸でのポジショニングを定めるべき

データ制空権 Where to Dominate / White Space Identification

何処で？
（ＩｏＴ：場所軸）

誰が？
（ＡＩ：ヒト軸）

個人が
Personal

家族が
Family

ｺﾐｭﾆﾃｨが
Community

企業が
Company

家で
Smart Home

クルマで
Connected Car

店舗で
Smart Store

地域で
Smart City
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OK Google
Android 

LINE

Air
BnB

UBER

E
C
H
O

A
M
A
Z
O
N

G
O

A
M
A
Z
O
N

H
O
M
E

G
O
O
G
L
E

A
U
T
O

A
N
D
R
O
I
D

H
O
M
E
K
I
T

A
P
P
L
E

C
A
R

A
P
P
L
E

概念図

工場で
Industrial IoT

SAP / ORACLE

AMAZON AWS

Microsoft AZURE

G: Google A: Apple F: Facebook A: Amazon
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参加者をプラットフォームに引き込み、インタラクションを促進し、マッチングを創出し、
価値交換が行われる仕組みを設計する

プラットフォームの設計 Platform Design

Producer

供給者
Consumer

利用者

Governance

運営ルール
Filter

情報フィルター

Contents Creation

収集コンテンツ
Customization

提案ｶｽﾀﾏｲｽﾞ

Supply 供給側 Demand 需要側

Core Instruction
コアインタラクション

Value Units
価値単位

UI / UX

良質な体験

ネットワーク効果
（セイムサイド）

ネットワーク効果
（クロスサイド）

成長サイクル

Step １

Step 2

Step 3

供給者と利用者の各々に価値を訴求し、それぞれをプラットフォームに引き込む

価値交換が簡単に行えるよう、ツールを提供しルールを定め、インタラクションを促進する

供給者と利用者の情報を、互いに価値あるものにし、効果的なマッチングを創出する
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Goods Dominant Logicから、Service Dominant Logicへの転換が必須
指数関数的成長エンジンを始動させるため、顧客への価値提案を磨きこむ

顧客価値の設計 Service Design

ネットワーク価値
Network Value

経済価値
Cost Value

Customer-Centered

体験価値
Experience Value

3つの要素を組合わせ、顧客にとって価値のある事業・サービスを創出する

• 価格破壊・価格メリット
• 価格透明化・合理化
• 価格細分化

• 新しい購買体験、カスタマイズ
• 即時的な課題解決
• 用事の効率化・自動化

• マーケットプレイス利用
• コミュニティへの参画
• 需給データの集積

Economic-Value Value-Network
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ユーザーが増え、データがより集まり、AIが賢くなり、サービスが進化するという
データループの好循環を生み出す

データループの設計 Data Loop Design

運用データ

学習用データ AIプログラム

学習済モデル

教師データ

教師ラベル

分類A

結果

Ａ
Ｉ
を
使
う

Ａ
Ｉ
を
作
る

分類A

結果確認・
ラベリング訂正

3

2

1

専用チップ

実オペレーション4

AI活用

Input Process Output

分析
判断
予測

アクション
指示

センサー＋機器

SW, Platform, 
HW

Edge

Cloud

AI

データ活用

データ
収集

データループ
の好循環

サービス
進化

アルゴリズム
進化

データ
増大

ユーザー
増加
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産業のデジタル化の潮流を捉えて、日本は、人口減少・高齢化といったピンチを、
デジタル技術を用いて解決し、世界に先んじるチャンスと捉えられる

産業のデジタル化と社会変革 Social Transformation through Industrial Digitalization

破壊的な変化
Disruption

企業倒産・雇用喪失・格差拡大
▼

社会の不安定化
（米国にみられる）

産業のデジタル化
プラットフォーム型モデルの台頭
マシーン・インテリジェンスの進化

世界に先んじて
社会課題を解決
Transformation
高齢化・人口減少

▼
ヒトと機械の

補完・共生・融合

変化を拒絶
Status Quo
規制・体制維持

▼
社会の硬直化

（欧州にみられる）

② ① ③

時流
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IoT、AI、ロボットの民主化が進めば、人は、IoTを認識ツール、 AIを思考ツール、
ロボットを労働力として、“使いこなす”ようになる。あえて楽観する意志を持つべき

人間中心のスマート社会 2030-40年 Human-Centered Smart Society 2030-2040

2020年 2030年 2040年

AI
民主化

IoT
浸透

Robot
普及

認識力↑ 労働力↑

思考力↑

（国内は）
人口減少・高齢化

市場縮小

人間中心のデジタル社会実装
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プラットフォーム・ストラテジー・イニシアチブ
プリンシパル 松村方生


